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(百万円未満切捨て)

１．2024年11月期第３四半期の業績（2023年12月１日～2024年８月31日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年11月期第３四半期 1,945 △22.1 △373 － △370 － △428 －

2023年11月期第３四半期 2,497 △23.9 △272 － △277 － △363 －

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年11月期第３四半期 △73.38 －

2023年11月期第３四半期 △79.72 －

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損失で
あるため記載しておりません。

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年11月期第３四半期 845 △111 △13.1

2023年11月期 1,153 129 11.2
(参考) 自己資本 2024年11月期第３四半期 △111百万円 2023年11月期 129百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年11月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2024年11月期 － 0.00 －
2024年11月期(予想) 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

３．2024年11月期の業績予想（2023年12月１日～2024年11月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,490 △22.5 △420 － △430 － △490 － △83.92

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(注) 詳細は、添付資料７ページ「２．四半期財務諸表及び主な注記（３）四半期財務諸表に関する注記事項（四半
期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2024年11月期３Ｑ 6,072,800株 2023年11月期 5,372,800株

② 期末自己株式数 2024年11月期３Ｑ 107株 2023年11月期 107株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2024年11月期３Ｑ 5,838,634株 2023年11月期３Ｑ 4,554,993株

※ 添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監査
法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあ

たっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．経営成績等の概況（３）業績予想などの将来予測情報に

関する説明」をご覧ください。

（四半期決算補足資料の入手について）

四半期決算補足説明資料はTDnetで同日開示しております。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期累計期間の経営成績の概況

当第３四半期におけるわが国経済は、雇用・所得環境が改善する中で個人消費やインバウンド需要が回復する等、

景気に緩やかな持ち直しの動きが見られました。一方で不安定な世界情勢の長期化、原材料価格・エネルギー価格

の高騰による物価上昇等、依然として景気の先行きは不透明な状況が続いております。

このような経営環境の中、「世界中の人々から常に必要とされる企業を創る」という経営理念のもと、パーソナ

ルトレーニングジム事業「24/7Workout」においては、いなよしキャピタルパートナーズ株式会社による当社普通株

式の公開買付けが成立した2024年5月下旬以降より、同社およびNOVAホールディングス株式会社等との間で締結した

資本業務提携契約の内容を踏まえ、経営成績及び財務状況を早期に改善させるために、WEB広告を中心としたマーケ

ティング分野、店舗開発分野を優先事項として協業に着手いたしました。加えて、全社横断型のプロジェクトにて

現状の売上規模に応じた固定費の削減、変動費の最適化を推進してまいりましたが、現状においては改善途上にあ

ります。

その結果、当社の直営店は86店舗（前事業年度末比増減なし）、フランチャイズ店４店舗（前事業年度末比増減

なし）の合計90店舗となり、当第３四半期累計期間の売上高は1,945,863千円(前年同期比22.1％減)、営業損失は

373,446千円(前年同期は営業損失272,493千円)、経常損失は370,648千円(前年同期は経常損失277,908千円)、四半

期純損失は428,440千円(前年同期は四半期純損失363,122千円)となりました。

なお、当社はパーソナルトレーニング事業を展開する単一セグメントであるため、セグメント情報は記載してお

りません。

（２）当四半期累計期間の財政状態の概況

（資産）

当第３四半期会計期間末における総資産は845,713千円となり、前事業年度末に比べ307,470千円減少いたしまし

た。これは主に、現金及び預金の減少が278,957千円あったことによるものであります。

（負債）

当第３四半期会計期間末における負債は956,905千円となり、前事業年度末に比べ66,666千円減少いたしました。

これは主に、前受金の減少が43,848千円、賞与引当金の減少が19,871千円、未払法人税等の減少が10,488千円、未

払金の減少が12,669千円あったことによるものであります。

（純資産）

当第３四半期会計期間末における純資産は△111,191千円となり、前事業年度末に比べ240,803千円減少いたしま

した。これは主に、四半期純損失の計上等による利益剰余金の減少が428,440千円あったことによるものでありま

す。また、第10回新株予約権および第11回新株予約権の権利行使に伴い、資本金および資本準備金がそれぞれ

93,984千円増加しております。
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（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第３四半期累計期間の業績及び今後の見通しを検討した結果、2024年４月15日に発表した2024年11月期の業績

予想を修正することとなりました。

なお、詳細につきましては本日付で公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧下さい。

（４）継続企業の前提に関する重要事象等

当社は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大による多大な影響を受け、前事業年度まで４期連続して売上高の

減少ならびに経常損失および当期純損失を計上しており、当第３四半期会計期間末時点においては純資産が△111百

万円の債務超過となりました。このような状況において、当社は、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるよう

な事象または状況が存在しております。

そこで当社は「新規顧客数増加のための施策拡充」「既存顧客の維持拡大と新商材での売上拡大」「コストコン

トロールによる経費削減」等の対策を実施し、当該状況を解消いたします。

当社は借入金の残高はなく、当第３四半期会計期間末において452百万円の現金及び預金を保有しており、資金繰

りに重要な懸念はないと判断しております。加えて、いなよしキャピタルパートナーズ株式会社が親会社となり、

同社および同社の子会社であるＮＯＶＡホールディングス株式会社等との資本業務提携契約により、協業による経

営成績の改善や、同グループによる当社への資金支援や同グループの信用力による財務基盤の安定化が期待できま

す。

加えて、第11回新株予約権について権利行使による資金調達を続けており、さらに第12回新株予約権（行使価額

修正条項付）の行使による資金調達を実施することも可能と考えております。

以上のことから、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断いたしております。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2023年11月30日)

当第３四半期会計期間
(2024年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 731,346 452,388

売掛金 16,414 34,354

商品 40,793 21,931

貯蔵品 7,480 2,489

その他 107,737 90,724

貸倒引当金 △8,967 △8,967

流動資産合計 894,803 592,920

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 29,789 8,362

その他（純額） 165 17,062

有形固定資産合計 29,955 25,425

投資その他の資産

敷金及び保証金 223,329 223,268

その他 5,094 4,099

投資その他の資産合計 228,424 227,367

固定資産合計 258,380 252,793

資産合計 1,153,184 845,713
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(単位：千円)

前事業年度
(2023年11月30日)

当第３四半期会計期間
(2024年８月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 2,830 －

未払金 75,122 62,453

未払費用 115,143 119,540

未払法人税等 54,125 43,637

前受金 402,526 358,677

賞与引当金 55,668 35,796

ポイント引当金 5,723 4,879

返金負債 406 382

その他 9,864 28,829

流動負債合計 721,410 654,195

固定負債

資産除去債務 299,246 300,345

その他 2,915 2,365

固定負債合計 302,161 302,710

負債合計 1,023,572 956,905

純資産の部

株主資本

資本金 931,384 1,025,368

資本剰余金 926,384 1,020,368

利益剰余金 △1,728,364 △2,156,805

自己株式 △132 △132

株主資本合計 129,271 △111,200

新株予約権 339 8

純資産合計 129,611 △111,191

負債純資産合計 1,153,184 845,713
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（２）四半期損益計算書

第３四半期累計期間

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 2022年12月１日
至 2023年８月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2023年12月１日
至 2024年８月31日)

売上高 2,497,861 1,945,863

売上原価 1,451,255 1,205,036

売上総利益 1,046,606 740,827

販売費及び一般管理費 1,319,099 1,114,273

営業損失（△） △272,493 △373,446

営業外収益

受取利息 9 55

助成金収入 670 －

自動販売機収入 67 29

和解金 － 2,700

受取家賃 － 7,188

その他 1,530 1,279

営業外収益合計 2,278 11,253

営業外費用

資金調達費用 － 568

賃貸費用 7,693 7,603

その他 － 283

営業外費用合計 7,693 8,456

経常損失（△） △277,908 △370,648

特別利益

固定資産売却益 70 －

特別利益合計 70 －

特別損失

減損損失 38,756 24,434

固定資産除却損 874 －

関係会社株式評価損 3,000 －

貸倒引当金繰入額 8,043 －

その他 1,560 －

特別損失合計 52,234 24,434

税引前四半期純損失（△） △330,073 △395,083

法人税等 33,049 33,357

四半期純損失（△） △363,122 △428,440
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第３四半期累計期間において、第10回新株予約権および第11回新株予約権の権利行使に伴い、資本金および

資本準備金がそれぞれ93,984千円増加しております。これにより、当第３四半期会計期間末において資本金が

1,025,368千円、資本剰余金が1,020,368千円となっております。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算

税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純損失に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、

当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、税引前四半期純利

益または税引前四半期純損失に法定実効税率を乗じた金額に、繰延税金資産の回収可能性を考慮して計算して

おります。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計

期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

前第３四半期累計期間
(自 2022年12月１日
至 2023年８月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2023年12月１日
至 2024年８月31日)

減価償却費 1,342千円 1,157千円

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

当社は、パーソナルトレーニング事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（重要な後発事象）

(本社移転)

当社は、2024年10月15日開催の取締役会において、以下のとおり、本社を移転することを決議いたしました。

（１）移転予定先

東京都品川区東品川二丁目３番12号

（２）移転予定時期

2025年２月上旬から中旬（予定）

（３）移転の理由

2024年５月17日付にて公表した「いなよしキャピタルパートナーズ株式会社による当社株式に対する

公開買付けの結果並びに、支配株主（親会社を除く）及び主要株主である筆頭株主の異動、並びに親会社

及び主要株主である筆頭株主の異動に関するお知らせ」に記載の通り、いなよしキャピタルパートナーズ

株式会社（以下、「ＩＣＰ社」といいます。）による当社株式に対する公開買付け（以下、「本公開買付

け」といいます。）が成立いたしており、当社は本公開買付け成立後、ＩＣＰ社の連結子会社になっており

ます。同じくＩＣＰ社の連結子会社でありますＮＯＶＡホールディングス株式会社（以下、「ＮＯＶＡ社」

といいます。）及びＮＯＶＡ社の子会社（以下、当社含めて総称して「ＮＯＶＡ社グループ」といいま

す。）とともに協業し、ＮＯＶＡ社グループ全体での業務効率化によるシナジー効果を高めるため、また当

社の固定費削減による収益改善の一助とするため、ＮＯＶＡ社グループの本店機能が集まる拠点（移転先）

へ移転するものであります。
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（４）業績に与える影響

今回の移転により、2024年11月期に影響する費用は概算で20百万円を予定しております。なお本費用は、

当社が公表した2024年10年15日付「業績予想の修正に関するお知らせ」に含まれております。

（５）その他

登記上の本店所在地については、2025年２月開催予定の第17期定時株主総会において、本店所在地の変更

に関する定款一部変更の議案を付議する予定であり、当議案が承認されることを条件として、現在の東京都

港区から東京都品川区へ変更する予定です。


